
2023年度 夏学期GS中国・鞍⼭

実施⽇時（交流⽇）：2023年 9/25   10/16   10/23

実施体制：2グループに分かれて3回の講義・交流を実施。

・KUISs学⽣から、①下記の項⽬について情報提供し、②そのテー
マに基づき、意⾒交換を⾏った。

Group1. １）労働問題
２）少⼦化
３）貧困

Group2  １）誹謗中傷
２）保育⼠不⾜
３）経済

⇩
・⽇中の「考え⽅」の違いの背景にある
「国家体制の違い（=⼤きな政府的か？⼩さな政府的か？)」
に着⽬し、各テーマについて考察を⾏った。

少⼦⾼齢化と保育⼠不⾜

まとめ

中国では、ある程度、国が強制⼒を持って様々な問題に対処できる。国⺠も⾃国に誇りと⾃信をもっているようだ。
⼀⽅、⽇本では、⾔論の⾃由などが、⼀定程度、保障されているが、⼀⽅で、根本的な解決にむけた強い決断はできない。

→⼤きな政府・⼩さな政府には、それぞれのメリット・デメリットがある。
私たちは、⾃国内の価値観だけで社会問題をとらえるのではなく、外の世界の価値観に触れながら、考えていく必要がある。

プログラム概要

中国遼寧省鞍⼭市の鞍⼭師範学院で⽇本語を学ぶ学⽣に、特定の
テーマをもとにCLIL（Content and Language Integrated Learning）ス
タイルで、オンラインで⽇本語教育⽀援。

具体的には、⽇本の社会問題を「やさしい⽇本語」で紹介し、
中国での現状、課題について聞き取りを⾏い、両国の相違点を考
える活動を通じて、⽇本語教育⽀援を⾏った。

中国の年⾦平均額=1,400元。 
(20,000円前後)。 
ただし、都市部と農村部に⼤
きな差。

○⼤きな政府
⾼品質な医療・介護サービスの提供が可能  ↔ その分、強制的に徴税される
⾼齢者の運転免許を制限できる（中国では70歳まで）↔地⽅の⽼⼈は？
学校で学ぶ内容や労働時間をコントロール可能  ↔学校の個性は？
（実際に、中国では2021年、塾を全⾯禁⽌）

〇⼩さな政府
税⾦負担が軽減・政府による経済への介⼊も少ない ↔  低福祉に？

→⺠間経済が活性化。
・学校が独⾃で⾏事や時間を決められ、ユニークな教育が可能↔ 競争激化

少⼦化⾼齢化→年⾦への不安、⾼齢ドライバー問題 etc.、
⼀⼈っ⼦→⼦育てへの負担・重圧増、
教員・保育⼠への重圧UP →志望者不⾜

貧困問題と経済

中国も世界でもトップクラスの経済⼤国である、
⼀⽅で、9⼈に1⼈の⼦どもが貧困。

貧困⼈⼝が300万⼈を超える省が5省
貧困村が約8万村
貧困県が600県以上

中国は成⻑率も下がっており、物価は上昇→

⽇本では、貧困率が上昇している。 ⼦ども⾷堂の数もUP

貧困問題に対する「⼤きな政府」的な対策

例：

（中国）全ての農村に電話とインターネットの普及⽀援
重度障害の保険費⽤を免除

← 税⾦の負担は増⼤し、国⺠の⾃由な経済活動は阻害される

⼩さな政府⼤きな政府

⺠営化国営化会社の資源分配

⺠営化だから告発難しい
「問題多い」

国営化だから監督部⾨がある
「問題少ない」

職場のセクハラ
パワハラ問題

個⼈企業が多い
年功序列の原因レベル差がある

個⼈企業の平等
国営企業の⼈権を尊重

⼈間関係

医療費の⼀部分だけ国⺠健康保険はすべて含まれる病気（労災）など

⼩さい⼤きい格差社会

競争が多きい、仕事に対する熱情が多いけ
ど、ストレス部分も多い。

競争が少ない、仕事に対して国
営で働く⼈の熱情が少ない。個
⼈企業の⼈は熱情が多い。

まとめ

労働問題

ブラック企業 ⻑時間労働・過労死 セクハラ パワハラ


